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************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。皆さんは最近、ゆっくりと歩

いてみたことはありますか？ゆっくりと自分にとって適度なスピードで歩いているとき、私達

の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ごす中では見過ごしがちなものに気が付くことが

あります。月に一度「Andante」が届くたびに、皆さんがふっと一息つき、少しの時間だけでも

ゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇令和 4 年 3月末の自殺者数（暫定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 4年 3月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 4年 3月の北海道の自殺者数は 105人でした。また、全国の自殺者数は 1,914 人、その

うち男性は 1,295人、女性は 619人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和 4年 3月末と令和 4年 2 月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 4年 3月 ＜北海道  105 人、全国 1,914人、全国(男性) 1,295人、全国(女性) 619人＞ 

令和 4年 2月＜北海道   68 人、全国 1,474人、全国(男性) 1,002人、全国(女性) 472人＞ 

前 月 比  ＜北海道  +37 人、全国 +440 人、全国(男性) +293人、全国(女性) +147 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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令和 4年 3月の自殺者数は、前月比では、北海道、全国（総数・男性・女性）すべてにおいて

増加でした。都道府県別では、自殺者数が増加したのは 40、減少したのは 6、変化なしは 1で

した。 

 

2. 令和 4年 3月末と令和 3 年 3 月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 4年 3月 ＜北海道  105 人、全国 1,914人、全国(男性) 1,295人、全国(女性)  619 人＞ 

令和 3年 3月＜北海道   92 人、全国 2,012人、全国(男性) 1,336人、全国(女性)  676 人＞ 

前 年 比 ＜北海道  +13 人、全国  -98人、全国(男性)  -41人、全国(女性) -57人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

前年同月比では、北海道において増加、全国（総数・男性・女性）において減少でした。ま

た、都道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 22、減少したのは 23、増減なしは 2でし

た。 

 

 

◇令和 3 年における職業別自殺者数（確定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」（令和 3年確定値、発見日・発見地集計）

から、北海道における職業別自殺者数をご紹介します。 

 

1. 令和 3年北海道の職業別自殺者数、前年比増減率、構成比（単位：人、％） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

R3自殺者数   前年比増減率  R3構成比  R3 全国構成比 

総数           977人      +2.8%       100.0%       100.0% 

自営業・家族従事者    71人     +18.3%         7.3%         6.2% 

被雇用者・勤め人     311 人      +2.6%        31.8%        31.9% 

学生・生徒等        38人       0%        3.9%          4.9% 

主婦           35人      -46.2%        3.6%          5.4% 

失業者           28人      +21.7%         2.9%         3.0% 

年金・保険等生活者    250人       +5.0%        25.6%        23.8% 

その他無職者       228人      +4.6%        23.3%        23.2% 

不詳           16人     +220.0%        1.6%         1.7% 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

令和 3年の北海道の自殺者数は総数 977人で、前年に比べ 27人（2.8%）増加しました。内訳

をみると、増加したのは「自営業・家族従事者」（総数 71 人で+11 人、+18.3%）、「被雇用者・

勤め人」（総数 311 人で+8 人、+2.6%）、「失業者」（総数 28 人で+5 人、+21.7%）、「年金・保険

等生活者」（総数 250人で+12 人、+5.0%）、「その他無職者」（総数 228人で+10 人、+4.6%）、「不

詳」（総数 16 人で+11 人、+220.0%）、逆に減少したのが「主婦」（総数 35人で-30 人、-46.2%）、

「学生・生徒等」は総数 38 人で増減なしでした。 
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自殺者の職業別構成比をみると、「自営業・家族従事者」が 7.3%、「被雇用者・勤め人」が 31.8%、

「学生・生徒等」が 3.9%、「主婦」が 3.6%、「失業者」が 2.9%、「年金・保険等生活者」が 25.6%、

「その他無職者」23.3%、「不詳」が 1.6%となっています。構成比を北海道と全国で比較してみ

ると、北海道の方が「自営業・家族従事者」、「年金・保険等生活者」の占める割合が大きく、

全国の方が「学生・生徒等」、「主婦」の占める割合が大きくなっています。 

北海道の職業別自殺者数を男女別で見ると、男性は「自営業・家族従事者」（+20.0%）と「年

金・保険等生活者」（+14.4%）、女性は「被雇用者・勤め人」（+16.4%）と「自営業・家族従事

者」（+10.0%）で大きく増加が見られています。 

北海道において「自営業・家族従事者」や「被雇用者・勤め人」の増加が見られることから、

今一度労働者のメンタルヘルスにも注目する必要があると思われます。また、令和 3年の自殺

者数は、全国の総数は前年より減少していますが、北海道は自殺者数自体が増加しています。

北海道の自殺対策についても、あらゆる領域で今後より一層力を入れていくことが望まれます。 

 

参考文献 

「地域における自殺の基礎資料」、 2022 、厚生労働省自殺対策推進室、

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000140901.html 

 

 

【２】自殺について知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

◇令和 3 年度自殺に関する意識調査②［厚生労働省］◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

前回から厚生労働省自殺対策推進室発表の「令和 3 年度自殺対策に関する意識調査」（調査時

期は令和 3 年 8 月 4 日～8 月 26 日、全国 18 歳以上の日本国籍を持つ 4,000 人を対象とし、有

効回収数は 2,009人）についてご紹介しています。今回は調査項目のうち（3）自殺やうつに関

する意識について、一部抜粋してお伝えします。 

次回Andante では、（4）メディア（新聞・テレビ・ラジオなどの情報媒体）について以降をご

紹介する予定です。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

3. 自殺やうつに関する意識について 

（この質問は、回答を負担に思う対象者がいることが想定されるため、その場合は回答し

なくても良い旨を伝えている） 

 

○ 「自殺せずに生きていれば良いことがある」について 

「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う（計）』の割合は 75.3%、「そう思わ

ない」と「ややそう思わない」を合わせた『そう思わない（計）』の割合は 9.0%、「わからない」

の割合は 9.0%となっている。性別で大きな差は見られない。 

自殺したいと思った経験の有無別で見ると、そうした経験が１年以内にある者、自殺未遂経

験のある者で『そう思わない（計）』、そうした経験のない者で『そう思う（計）』の割合が、そ

れぞれ全体に比べ高くなっている。 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000140901.html
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○ 「自殺は、その多くが防ぐことのできる社会的な問題である」について 

『そう思う（計）』の割合は 58.4％、『そう思わない（計）』の割合は 20.7％、「わからない」の

割合は 13.2％となっている。 

自殺したいと思った経験の有無別で見ると、そうした経験が１年以内にある者、自殺未遂の

経験がある者で『そう思わない（計）』、そうした経験のない者で『そう思う（計）』の割合が、

それぞれ全体に比べ高くなっている。 

 

○ 自殺を考えた経験 

これまでの人生のなかで、本気で自殺したいと考えたことがあるか聞いたところ、「自殺した

いと思ったことがない」と答えた者の割合は 64.4％、「自殺したいと思ったことがある」と答え

た者の割合は 27.2％となっている。性別で見ると、男性で「自殺したいと思ったことがない」、

女性で「自殺したいと思ったことがある」と答えた者の割合が、それぞれ高くなっている。年

齢別で見ると、20 歳代で「自殺したいと思ったことがある」と答えた者の割合が、全体に比べ

高くなっている。 

 

○ 自殺を考えたとき、どのようにして思いとどまったか 

最近１年以内に自殺したいと思ったことがある者（191 人）に、どのようにして思いとどまっ

たか聞いたところ、「家族や恋人など身近な人が悲しむことを考えた」と答えた者の割合が

40.3％と最も高くなっている。以下、「我慢した」（37.7％）、「趣味や仕事など他のことで気を紛

らわせるように努めた」（27.7％）、「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもら

った」（25.1％）、「将来を楽観的に考えるようにした」（20.4％）、「できるだけ休養を取るように

した」（15.7％）、「医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家、弁護士や司法書士、公的

機関の相談員等、悩みの元となる分野の専門家に相談した」（11.0％）、「自殺を試みたが、死に

きれなかった」（7.9％）、「まだ『思いとどまれた』とは言えない」（7.9％）、「その他」（13.6％）

となっている。なお、「特に何もしなかった」と答えた者の割合は 5.2％となっている。 

性別で見ると、女性で「医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家、弁護士や司法書

士、公的機関の相談員等、悩みの元となる分野の専門家に相談した」と答えた者の割合が高く

なっている。年齢別で見ると、20 歳代で「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞い

てもらった」「できるだけ休養を取るようにした」、30 歳代で「自殺を試みたが、死にきれなか

った」と答えた者の割合が、それぞれ全体に比べ高くなっている。 

 

○ 周りに自殺した人はいるか 

周りで自殺した人がいるかどうか聞いたところ、「いない」と答えた者の割合は 59.7％と最も

高くなっている。以下、「同居の親族（家族）以外の親族」（11.4％）、「職場関係者」（9.5％）、

「友人」（8.6％）、「同居の親族（家族）」（2.0％）、「恋人」（0.1％）、「その他」（8.7％）となって

いる。 

 

○ 身近な人を亡くした時、利用した支援機関 

周りで自殺をした人がいると答えた者（671 人）に、自分が公的な相談機関や民間団体の支援

を利用したか聞いたところ、利用した支援機関では「医師やカウンセラーなど心の健康に関す
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る専門家への相談」（3.6％）、「損害賠償請求などの法律問題に関する専門家への相談」（0.3％）、

「こころの健康相談統一ダイヤルなどの電話や SNS の相談」（0.1％）、「遺族会などの団体が開

催する自死遺族の集まり（分かち合いの会）」（0.1％）、「その他」（1.6％）となっている。「特に

利用していない」と答えた者の割合は 85.4％となっている。 

 

○ 身近な人から「死にたい」と言われたときの対応 

もしも身近な人から「死にたい」と打ち明けられたとき、どう対応するのが良いと思うか聞

いたところ、「ひたすら耳を傾けて聞く」と答えた者の割合が 38.3％と最も高くなっている。以

下、「『死にたいぐらい辛いんだね』と共感を示す」（12.1％）、「『死んではいけない』と説得す

る」（12.0％）、「『医師など専門家に相談した方が良い』と提案する」（9.1％）、「『がんばって生

きよう』と励ます」（8.3％）、「『つまらないことを考えるな』と忠告する」（4.0％）、「相談に乗

らない、もしくは、話題を変える」（0.6％）、「その他」（2.2％）、となっている。なお、「わから

ない」と答えた者の割合は 7.1％となっている。 

 

○ 身近な人の「うつ病のサイン」に気づいたとき 

家族など身近な人の「うつ病のサイン」に気づいたとき、専門の相談窓口へ相談することを

勧めるか聞いたところ、「勧める」と答えた者の割合は 69.5％、「勧めない」と答えた者の割合

は 4.3％、「わからない」と答えた者の割合は 19.3％となっている。 

 

○ 自分自身の「うつ病のサイン」に気づいたとき、利用したい専門の相談窓口 

「精神科や心療内科等の医療機関」と答えた者の割合が 49.8％と最も高く、以下、「かかりつ

けの医療機関（精神科や心療内科等を除く）」（19.0％）、「いのちの電話等民間機関の相談窓口」

（5.4％）、「保健所等公的機関の相談窓口」（3.1％）、「その他」（1.9％）、「何も利用しない」（14.8％）

であった。 

性別で見ると、女性で「精神科や心療内科等の医療機関」と答えた者の割合が高くなってい

る。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

今回の調査結果では、前回（平成 28年度）の調査結果より「自殺は、その多くが防ぐことの

できる社会的な問題である」の『そう思う（計）』が減少し、『そう思わない（計）』が増加して

います。つまり、「自殺は社会的な問題ではない」と思っている人が増えたといえます。しかし、

世界保健機関（WHO）は「自殺は、その多くが防ぐことのできる社会的な問題」と明言してお

り、自殺は社会の努力で避けることのできる死であるというのが世界の共通認識です。この 5

年間の中で、自殺は社会的な問題ではなく自己責任とする考え方が増えてきているのだとした

ら、早急な対策が必要と思われます。 

また、身近な人から「死にたい」と言われたときにどうするのかについては、ゲートキーパ

ーの心得（厚生労働省『ゲートキーパー養成研修用テキスト』）等の情報が参考になるかと思い

ます。過去のAndante .Vol.152.にも簡単に紹介していますので、ご興味があったらバックナンバ

ーやゲートキーパーに関する情報等をご覧ください。 

 

参考文献 
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厚生労働省（自殺対策推進室）、「令和 3年度自殺対策に関する意識調査」 

 

 

【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日                 9:00～21:00 

土曜日曜祝日（12月 29日～1月 3日を除く）   10:00～16:00 

Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりづらい状態になりますがご了承ください。 

  

◇ 現在北海道でも、こころの SNS（LINE）相談が開設されています。 

 詳しくは、下記のリンクをご覧ください。 

 

北海道こころの健康 SNS相談窓口: https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/linesoudan.html 

 

◇ ホームページをご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターのホームページを開設しています。最新の北海道の状況を

掲載しており、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、

Andanteのバックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

 

ホームページURL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/a0002/ 

 

◇ メールマガジンのご登録内容の変更や解約手続きにつきましては、以下のリンクから行っ

ていただけます。 

 

北海道のメールマガジンURL：http://www1.hokkaido-jin.jp/mail/magazine/ 

 

【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4 月になってから快晴の日が多い印象ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。春は、ひな

たぼっこをするのに最高の季節ですね。手のひらに日差しを当てるのが良いそうで、近々試し

てみようと思います。最近は味噌が美容と健康に良いと知り、お味噌汁を飲むことが増えまし

た。まだまだ寒暖差があり、世の中も暗いニュースが続いているので、心と体がこわばらない

よう、ゆるやかに温めながら過ごしていこうと思います。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.155は、令和 4年 5 月末に配信予定です。 

 

                                                  ＊ご質問、ご要望等お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 
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                                                       Tel 011-864-7121 

                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

